







































人となった。1925 年 3 月、黄瀛は青島日本中学校を卒業し、憧れの東京に赴き、東京で新
たな人生を始めた。本章は詩人の誕生、来日、青島中学校で詩人をめざすという三つの視点
から 1906年から 1925年まで黄瀛の活動を検討する。 






















第三章は、1931 年から 1937 年の日中戦争が勃発するまでの間の黄瀛の活動を中心に扱う。
1930 年 12 月、黄瀛は日本から中国へ帰国し、国民政府軍政部特種通信教導隊隊長（少佐）に
任官し、国民政府特種通信技術の軍事教育の創始者として軍務についた。1931 年から 1937 年
に日中戦争が勃発するまで、黄瀛の活動は、彼と日本との交流の流れにより、三つの段階に分け
ることができる。まず一つは、1930 年 12 月から 1935 年 7 月までである。この間、黄瀛は特種
通信教導隊の軍用鳩・軍用犬班を創設し、中国各地で伝書鳩と軍用犬の通信訓練を行った。また、
軍隊生活を題材としておよそ 70 編の詩作を日本の各雑誌で発表している。二つめは、1935 年
7 月から 1936 年 9 月までである。この間、黄瀛は国民政府軍事委員会軍事交通研究所教官を
兼任し、軍用鳩・軍用犬を用いた特種通信教育の業務に従事、多忙の中で日本での詩作の発表
を取りやめ、軍務に専念していた。三つめは、1936 年 9 月から 1937 年 9 月までである。この
間、黄瀛は国民政府陸軍通信兵学校（以下、通信兵学校）の創立にともない、通信兵学校特種
通信教導隊隊長に任官し、通信兵学校の開校に尽力した。また、1936 年 9 月、彼は特種通信教
導隊の将校とともに来日し、日本の軍用犬界と軍用犬養技術について交流した。帰国後、黄瀛は
発起人として、中国における初の軍用犬・警察犬改良組織「中華軍警犬促進会」を創立し、特












第四章は、1937 年 7 月日中戦争の勃発後から 1949 年 12 月までの黄瀛の活動を中心に扱
う。1937年 11月、日中戦争の進展と共に、通信兵学校の校舎は湖南省臨澧へ移転した。だ
が、黄瀛は通信兵学校と共に地方へ移動しておらず、12 月の南京陥落の 5 日前まで、南京
にいた。それから戦後まで、通信兵学校が相次いで各地に移駐したため、黄瀛は学校と共に、
各地を転々とした。その間における黄瀛の活動は三つの段階に分かれている。一つめは、























1978 年 1 月、黄瀛は四川外語学院の教壇に立ち、日本文学を教え始めた。宮川寅雄や陳舜
臣らの日本各界の人々は重慶に赴いて黄瀛を訪ねた。一方、黄瀛は 1984年、1986年、1996
年、2000 年の 4 度来日し、日本との文化交流に力を尽くした。日中双方の新聞は、黄瀛の
来日、心平らの文化人との再会、黄瀛詩碑の落成について報道している。2005年、98歳の
黄瀛はほぼ 1世紀の人生の幕を閉じ、重慶で永眠した。第五章では時代の波乱に翻弄された
人生、日中交流の架け橋の二つの視点から 1950 年から 2005 年までの間の黄瀛の主な活動
を検討する。 
 
